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令和４年度広島県献血推進審議会議事録（概要） 
 
 
１ 日   時  令和５年3月 23日（木） 13時 30分から14時 50分まで 

 

２ 場   所  広島市中区千田町二丁目5番5号 

         広島県赤十字血液センター２階研修室 

 

３ 出 席 委 員       17 名（〇：会長） 

西本 博之 委員 （広島県議会 議員） 

杉原 清香 委員 （広島大学原爆放射線医科学研究所 助教） 

         〇落久保 裕之 委員（一般社団法人広島県医師会 常任理事） 

          土谷 晋一郎 委員（一般社団法人広島県病院協会 常任理事） 

          福岡 誠志 委員 （広島県市長会 代表） 

          木下 栄作 委員 （広島県 健康福祉局長） 

          福嶋 一彦 委員 （広島県公立高等学校長協会 副会長） 

          石松 大介 委員 （西日本旅客鉄道労働組合広島地方本部 執行委員長） 

          薮本 敬士 委員 （ＪＡＭ山陽広島県連絡会 会長） 

          齋藤 俊治 委員 （公益社団法人広島県労働基準協会 専務理事兼事務局長） 

          山本  幸  委員 （広島県地域女性団体連絡協議会 理事） 

          酒井 伸治 委員 （公益財団法人広島県交通安全協会 専務理事） 

          本田 光一郎  委員（ライオンズクラブ国際協会336-C地区 糖尿病・献血・ 

献眼・献腎・環境保全・保健福祉委員会委員） 

          鉄村 忠基 委員 （広島市献血推進協議会 副会長） 

田中 知徳 委員 （福山市献血推進協議会 委員） 

          坂井 浩明 委員 （日本赤十字社広島県支部 事務局長） 

          麻奥 英毅 委員 （広島県赤十字血液センター 所長） 

  

４ 議   題  ◎報告事項 

・広島県の献血状況 

          ・令和４年度広島県献血推進計画に対する実施状況 

          ・赤血球及び血液製剤の在庫状況 

          ・県内の献血の現状について 

         ◎審議事項 

・令和５年度広島県献血推進計画の策定について 

 

５ 担 当 部 署       広島県健康福祉局薬務課製薬振興グループ 

         TEL（082）513－3223（ダイヤルイン） 

 

６ 会議の内容  報告事項及び審議事項について事務局が説明し，委員からの意見，質問に答えた後， 

         令和５年度広島県献血推進計画について審議し承認された。 

 

 

◎報告事項 

    ・広島県の献血状況及び令和４年度広島県献血推進計画に対する実施状況につい 

           て，事務局（広島県健康福祉局薬務課）から令和４年度広島県献血推進審議会資 
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料により説明。 

［質問・意見等］ 

（西本委員） 

  資料の説明の中で，献血のアンケートについて説明があったと思います。

その中で待ち時間が充実していたというような説明がありましたが，これは

車なのか，どこかの建屋なのか，そして何が充実していたのか分かれば教え

てください。 

 

（事務局中川主査） 

  ただ今のご質問について，生の声をそのまま申し上げたので説明できなか

ったのですが，これは広島市内に2か所あります献血ルームを利用された高

校生の意見でございます。献血ルームは，休息時間が取り易いような環境と

なっておりまして，まず，献血を始められる前は，ゆっくり椅子に座って暖

かいお飲み物を飲んでください，そして終わった後は休息も兼ねて飲み物を

飲んでください，そしてお好きな方はアイスを食べてください。こういった

献血前，後のフォローがしっかりされているということに加えて，テレビも

ご覧になれますし，あと携帯電話の充電とかWi-Fi も完備しておりますので，

ご自分の携帯電話でネット上のものを見ることができ，待ち時間に退屈する

ことがありません。このような理由でこうした意見が寄せられたものと考え

ております。  

 

（西本委員） 

             はい，ありがとうございました。建屋といいますかルームでの待ち時間が

充実していたという事でしたので，例えばバスで献血をしたりしている時に，

来てもらえるために何か生かせないかなと思ったので参考にさせてもらい

ました。今後，バスというところで来てもらうための献血者の向上という意

味では今後そういったところでも考えていければなと思います。ありがとう

ございました。 

 

（麻奥委員） 

  質問というよりは，資料の解釈，少し説明の補足をさせていただきたいと

思います。最初の２ページの献血者の推移でございますけれども，確かに増

えてはおります。これは，献血者が増えて喜ばしいというよりは，血液量と

いうのは必要な量以外，以上は採らないようにセンターで調整しております。

ですので，これは供血量が増えていると，だから今，高齢化になりまして全

体の人口は減っていても必要な血液量というのは，むしろ増えつつあるとい

うふうに理解していていただいた方がよろしいかと思います。 

  それともう一つは，次のページの50代，60代が増えているという事。こ

れはありがたいという事でございますけれど，これも実は20代，30代の献

血者数が減っている部分を，今までずっと献血をしてきていただいた40代，

50代，60代の方が繰り返し来ていただく回数が増えているという事でござ

いますので，決して喜ばしいとして安心できるような状況ではないという事

をまた，ご理解していただければと思います。以上でございます。 

  

（落久保会長） 

 私から１点だけ，資料の３～４ページのところですけれども，献血者数が減

っているという事は，人口減，転入転出する問題もあって広島県の人口が減っ

ているという事に如実に表す可能性も高いと思っています。この中で顕著に下
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がりつつあるのが，広島県の場合40代ですけれども，４ページを見ていただ

くと献血率というのは，10 代，20 代，30 代それぞれ出ていますけれども，

一番減っている40代の状況というのが分かれば教えていただきたい。この場

で分からないのであれば，減っている世代に対してどのようにアプローチして

いくかという事も必要だと思いましたので，その献血率の推移とかもまた今後

教えていただければと思います。 

 

（事務局（県）） 

  わかりました。後日，本日出席の委員の皆様には，議事録修正という形で

ご協力をお願いしますが，その際に，今のご質問に対する回答をさせていた

だきます。ご了承ください。 

 

（落久保会長） 

  了解いたしました。 

 

          ・赤血球及び血液製剤の在庫状況及び県内の献血の現状について，事務局（広島県 

赤十字血液センター）から令和４年度広島県献血推進審議会資料により説明。 

［質問・意見等］ 

           （麻奥委員） 

             一つ訂正がございます。２ページの代表的な輸血用血液製剤の説明のとこ

ろですが，有効期間のところがありますが，血小板製剤と血漿製剤の有効期間

が入れ替わっております。血小板は採血後４日間になりまして，血漿製剤の方

が－20℃以下で保ち，採血後1年間です。ここで訂正しますので，よろしく

お願いいたします。 

 

 

       ○審議事項 

        ・令和５年度広島県献血推進計画の策定について，事務局（広島県健康福祉局薬 

務課）から広島県献血推進審議会議案書及び令和４年度広島県献血推進審議会 

資料により説明。 

         ［質問・意見等］ 

（落久保会長） 

  基本的には，前年度踏襲という形での計画という考え方でよろしいでしょう 

か。 

          

         （事務局（県）） 

ありがとうございます。はい，その通りとなっております。献血量，献血

者数の部分は，前年度から減少となっておりますが，ここ数年の血液製剤の

需要予測からから見て，供給に支障を生じない目標値であると判断しており

ます。         

 

           （落久保会長） 

目標量が少なくなっていくというのは，広島県の人口が少なくなっている

ということが基本と考えてよろしいでしょうか。 

  

           （事務局（広島県赤十字血液センター）） 

来年度の確保量が減少しているという事ですが，確保に向けて輸血用血液製

剤と分画原料血漿の枠がございます。分画原料血漿が国の方から全国の血液セ
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ンターに必要量の割り振りがございますが，こちらが今年度 125 万３千Ｌの

目標があったところ，来年度は 120 万Ｌに減少しております。５万３千減少

したといったところで，全国的にこの原料血漿の確保が減ってきたと，その中

で広島の割り当てを原料血漿，血漿採血の部分が大きく減少したところが大き

な理由でございます。 

 

           （落久保会長） 

             血漿成分を使わなくなったという，それに近いような事なのでしょうか。 

            ちょっと細かいところで申し訳ないのですが。 

 

           （事務局（広島県赤十字血液センター）） 

製造元が３社ございまして，１社が製造設備の改修に入ったということで，

目標量が少し下方修正されたという事でございます。 

 

           （落久保会長） 

了解いたしました。ありがとうございます。１点だけお願いでございます。

私から個人的なお願いと捉えていただいて結構ですけれども，献血キャンペ

ーンとか啓蒙活動を積極的にやっていただいている事，大変感謝申し上げた

いと思います。輸血享受した者の立場から，輸血を受けることにより命が助

かる，あるいは，生活の質が向上するという方が，恐らく血液内科の患者さ

ん以外にもたくさんいらっしゃると思いますけれども，献血してくださる

方々に，輸血をして生活の質が上がったという方々，命を保つことができた

という方々の感謝の気持ちとか私が感謝したいという事でもありますけれど

も，そういった事を何等か啓蒙活動の中でお伝えできることができれば，よ

り良いのではないかと考えております。もし，可能であれば，血液センター

あるいは県の計画の中に，そういった声を届けて，そういう声があるんだと

いう事を，若い献血をしようと悩んでいらっしゃる方，以前はしていたけれ

どもちょっと足が遠のいている方々に向けお伝えする事ができれば，また献

血率というものも上がっていくのではないかと考えておりますので，その分

ご検討いただきますよう，よろしくお願いしたいと思います。 

 

 

・令和５年度広島県献血推進計画について審議し，原案どおり承認された。 

 

          ○その他 

［質問等なし］ 

審議会終了 

 

７ 会議の資料名一覧 

         ○令和４年度広島県献血推進審議会次第 

         ○令和４年度広島県献血推進審議会資料 

         ○広島県献血推進審議会議案書 


